
他
府
県
と
比
べ
て
も
多
い
が
、
平
成
三
十
年
度
ま
で
に
は
六
二
施
設
が
廃
止
さ
れ
、
将
来
的
に

三
割
程
度
の
縮
減
を
目
指
し
た
施
設
の
統
廃
合
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。

　
下
水
道
に
よ
る
浸
水
対
策
は
、
統
合
治
水
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
取
組
が
促
進
さ
れ
た
。

下
水
道
（
雨
水
施
設
）
の
整
備
と
し
て
は
、
五
年
確
率
降
雨
以
上
の
雨
に
対
応
で
き
る
面
積
整

備
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
浸
水
対
策
が
必
要
な
地
域
か
ら
重
点
的
に
整
備
が
行
わ
れ

た
。
雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
の
円
滑
な
整
備
を
図
る
た
め
、
県
と
市
町
に
よ
り
設
置
し
た
「
雨

水
貯
留
・
浸
透
施
設
の
整
備
促
進
会
議
」
を
活
用
し
て
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
で
は
、
浸
水
に
対
す
る
安
全
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
関
係
部
局

が
連
携
し
た
総
合
的
な
都
市
浸
水
対
策
を
進
め
、
雨
水
管
や
雨
水
ポ
ン
プ
、
貯
留
施
設
な
ど
の

上
下
水
道
施
設
に
加
え
、
道
路
側
溝
の
浸
透
化
や
校
庭
貯
留
施
設
の
整
備
な
ど
の
流
域
対
策
を
実
施
し
た
。

第
五
節
　
安
全
な
交
通
基
盤
の
整
備
の
進
展

　
兵
庫
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
三
月
に
「
社
会
基
盤
整
備
の
基
本
方
針
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

策
定
し
て
効
率
的
・
計
画
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
十
八
年
三
月
、
新
た
な
「
社
会
基
盤
整
備
基
本
方

針
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
二
十
三
年
十
二
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
二
一
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
あ
わ
せ
、
二
十
六
年

写真 99　�公共下水道施設の建設支援（淡路市津
名浄化センター）
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三
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
社
会
基
盤
整
備
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
ひ
ょ
う
ご
社
会
基
盤
整
備
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
地
域
ご

と
に
具
体
的
な
整
備
事
業
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
県
内
に
お
け
る
交
通
基
盤
整

備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
但
馬
地
域
及
び
播
磨
地
域
に
お
け
る
道
路
網
整
備
が
大
き
く
進
展
し
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
及
び
春

日
和
田
山
道
路
が
全
線
開
通
し
た
ほ
か
、連
続
立
体
交
差
事
業
が
姫
路
駅
付
近
な
ど
で
高
架
化
が
完
成
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
地

域
の
防
災
道
路
強
靭
化
プ
ラ
ン
」
や
「
渋
滞
交
差
点
解
消
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
踏
切
す
っ
き
り
安
心
プ
ラ
ン
」「
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
歩
行
者
・
自
転
車
分
離
大
作
戦
」
に
よ
り
道
路
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

　
公
共
交
通
で
は
、
特
に
地
方
鉄
道
の
経
営
が
悪
化
し
、
平
成
二
十
年
に
三
木
鉄
道
三
木
線
が
廃
止
に
な
っ
た
ほ
か
、
神
戸
電

鉄
粟あ

生お

線
も
通
勤
・
通
学
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
高
速
道
路
網
等
の
整
備
に
起
因
す
る
利
用
客
の
減
少
等
に
よ
り
運
行
本
数
を

激
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
た
。
路
線
バ
ス
も
撤
退
が
相
次
ぐ
な
ど
、
地
域
交
通
を
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
の
か
、
大
変
厳
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。

　
空
港
で
は
、
平
成
十
九
年
か
ら
関
西
国
際
空
港
が
完
全
二
四
時
間
運
航
可
能
な
空
港
と
し
て
運
用
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、

関
西
三
空
港
の
一
体
運
用
を
図
る
た
め
、
二
十
四
年
に
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
二
十
八
年
に
関
西
国
際
空

港
と
大
阪
国
際
空
港
が
、
三
十
年
に
は
神
戸
空
港
が
そ
れ
ぞ
れ
民
営
化
さ
れ
た
。
港
湾
で
も
、
平
成
十
九
年
に
神
戸
港
、
尼
崎

西
宮
芦
屋
港
、
大
阪
港
の
三
港
湾
を
統
合
し
て
一
体
運
営
を
始
め
た
。
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日
に
は
山
陰
近
畿
自
動
車
道
余あ

ま
る

部べ

道
路
（
余
部
Ｉ
Ｃ
─

香
住
Ｉ
Ｃ
間
）、
二
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
に
は
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
和
田
山
八
鹿
道
路
、
二
十
九
年
三
月

二
十
五
日
に
は
八
鹿
日
高
道
路
、
同
年
十
一
月
二
十
六

日
に
は
山
陰
近
畿
自
動
車
道
浜
坂
道
路
が
そ
れ
ぞ
れ
開

通
し
た
。

　
ま
た
、
東
播
磨
南
北
道
路
（
東
播
磨
道
）
の
一
部
区

間
と
し
て
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
三
日
に
国
道
二

号
・
加
古
川
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
─
八
幡
稲
美
ラ
ン
プ
間
が
開

通
し
た
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸

部
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
─
駒
栄
間
）
が
平
成
二
十
八
年

度
に
新
規
事
業
着
手
し
た
。

一
　
道
路
・
交
通
の
整
備
進
展
と
安
全
対
策

道
路
整
備
の

更
な
る
進
捗

道
路
網
の
整
備
で
は
、
平
成
十
八
年
十
月
の
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
同
年
七
月
二
十
二

日
に
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
春
日
和
田
山
道
路
（
春
日
Ｉ
Ｃ
─
和
田
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
間
）
が
暫
定
二
車
線
で
全

線
開
通
し
た
。
そ
の
後
も
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
四
日
に
は
山
陰
近
畿
自
動
車
道
東
浜
居
組
道
路
が
供
用
開
始
さ
れ
た
の

を
は
じ
め
、
翌
年
三
月
二
十
八
日
に
は
中
国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
（
佐
用
─
岡
山
県
大
原
間
）、
二
十
二
年
十
二
月
十
二
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平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
高
槻
Ｊ
Ｃ
Ｔ
以
西
区
間
が
工
事
に
着
手
し
た
新
名
神
高
速
道
路
は
、
二
十
九
年
十
二
月
十
日
に
高

槻
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
─
川
西
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
翌
年
三
月
十
八
日
に
川
西
Ｉ
Ｃ
─
神
戸
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
が
開
通
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

中
国
自
動
車
道
の
中
国
吹
田
Ｉ
Ｃ
─
神
戸
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
交
通
量
が
新
名
神
高
速
道
路
に
分
散
し
て
渋
滞
の
緩
和
が
図
ら
れ
、
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
多
重
性
）
の
確
保
に
も
な
り
、
日
本
の
道
路
網
の
大
動
脈
と
し
て
の
機
能
が
向
上
し
た
。

　
幹
線
道
路
に
関
し
て
は
、
播
但
連
絡
道
路
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
よ
り
料
金
引
き
下
げ
を
本
格
実
施
し
た
。
通

行
料
金
は
全
日
・
全
区
間
・
全
車
種
で
三
割
引
と
し
、
あ
わ
せ
て
通
勤
時
間
帯
割
引
と
し
て
、
平
日
七
～
九
時
及
び
一
七
～
一

九
時
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
で
精
算
す
る
軽
自
動
車
・
普
通
車
を
対
象
に
、
通
行
料
金
か
ら
更
に
二
割
引
と
し
た
。
そ

の
結
果
、
沿
線
市
町
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で
播
但
連
絡
道
路
の
交
通
量
は
平
成
十
八
年
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
約
一
四
％
増

加
し
、
観
光
客
な
ど
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
域
の
経
済
効
果
が
生
ま

れ
た
。

　
生
活
道
路
の
整
備
で
は
、
平
成
十
九
年
十
月
三
十
一
日
に
供
用
開
始
し
た
国
道
一
七
三
号

平
野
山
下
拡
幅
を
は
じ
め
、県
内
各
地
域
の
国
道
や
県
道
の
バ
イ
パ
ス
整
備
の
ほ
か
、阪
神・

淡
路
大
震
災
の
創
造
的
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
古
く
昭
和
二
十

一
（
一
九
四
六
）
年
五
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
た
山
手
幹
線
（
尼
崎
市
─
神
戸
市
長
田
区
、

約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
、
未
開
通
区
間
で
あ
る
芦
屋
川
横
断
工
区
が
平
成
二
十
二

年
十
月
二
十
四
日
に
供
用
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
線
開
通
し
た
。
ま
た
、
都
市
計
画
道

路
尼
崎
宝
塚
線
（
尼
崎
市
─
宝
塚
市
）
や
都
市
計
画
道
路
尾
上
小
野
線
（
加
古
川
市
）
等
、
主

写真 100　山手幹線開通式（芦屋市提供）
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要
都
市
圏
の
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
内
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
連
続
立
体
交
差
事
業
で
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
等
姫
路
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
（
姫
路
市
）
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
三

月
二
十
六
日
に
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
と
立
体
交
差
す
る
山
陽
電
鉄
及
び
県
道
姫
路
港
線
を
上
下
逆
転
さ
せ
る
全
国
で
史
上
最
大
規
模

の
高
架
切
替
工
事
を
行
っ
た
。
二
十
年
十
二
月
二
十
二
日
に
姫
新
線
及
び
播
但
線
の
高
架
切
替
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
長
い
年

月
に
わ
た
っ
て
工
事
を
行
っ
て
き
た
高
架
化
が
完
成
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
山
陽
電
鉄
本
線
西
新
町
駅
付
近
（
明
石
市
）
は
平
成

二
十
七
年
六
月
二
十
日
に
高
架
切
替
工
事
が
完
了
し
、
阪
神
電
鉄
本
線
鳴
尾
駅
付
近
（
西
宮
市
）
は
二
十
七
年
三
月
十
四
日
に

下
り
線
高
架
化
、
二
十
九
年
三
月
十
八
日
に
上
り
線
高
架
化
が
完
了
し
た
。

「
ひ
ょ
う
ご
社
会
基
盤
整
備
基
本
計
画
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
道
路
整
備
計
画
の
推
進

県
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
道
路
の
利
便
性
や
快
適
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
交
通

渋
滞
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
平
成
十
四
年
三
月
に
策
定
さ

れ
た
「
渋
滞
交
差
点
解
消
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
県
内
の
県
管
理
道
路
に
係
る
交
差
点
の
う
ち
、
二
二
三
カ
所
を
渋
滞
交
差
点

と
位
置
づ
け
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
十
四
年
度
か
ら
二
十
年
度
を
事
業
期
間
と
し
て
、
右
折
車
線
の
設
置
、
道
路
拡
幅
、

バ
イ
パ
ス
整
備
、
立
体
交
差
な
ど
の
対
策
に
よ
り
渋
滞
の
解
消
・
緩
和
を
目
指
す
取
組
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
一
～

二
十
五
年
度
に
は
新
た
に
県
内
一
二
六
カ
所
を
渋
滞
交
差
点
と
位
置
づ
け
、
六
三
カ
所
で
対
策
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
二
十

六
年
度
か
ら
は
「
新
渋
滞
交
差
点
解
消
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
新
た
に
県
内
七
〇
カ
所
を
指
定
し
、
う
ち
三
五
カ
所
で
対
策

を
行
っ
た
結
果
、
計
画
的
か
つ
重
点
的
に
渋
滞
の
解
消
あ
る
い
は
緩
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
踏
切
に
よ
る
渋
滞
の

解
消
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
対
策
と
し
て
、平
成
十
八
年
度
に
「
踏
切
す
っ
き
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
（
平
成
二
十
六
年
度
に
「
踏

切
す
っ
き
り
安
心
プ
ラ
ン
」
に
改
定
）
し
、
問
題
踏
切
を
五
年
間
で
半
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
立
体
交
差
化
や
踏
切
拡
幅
、
歩
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安
定
的
か
つ
効
率
的
な
流

域
下
水
道
事
業
の
推
進

車
分
離
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
が
、
三
十
年
度
ま
で
に
県
内
で
計
七
八
カ
所
の
対
策
を
実
施
し
成
果
を
挙
げ
た
。

　
さ
ら
に
県
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
「
地
域
の
防
災
道
路
強
靭
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
被
災
直
後

の
救
命･
救
急
活
動
を
支
援
し
、
被
災
地
内
外
か
ら
防
災
拠
点
な
ど
に
救
援
物
資
な
ど
を
輸
送
す
る
「
緊
急
輸
送
道
路
」
の
整

備
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
プ
ラ
ン
の
目
標
は
、
緊
急
輸
送
道
路
（
県
管
理
約
一
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
う
ち
、
残
る

未
改
良
区
間
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
二
車
線
化
を
一
〇
年
間
で
完
了
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
輸
送
道
路
か
ら
県
民
の
主
な
避

難
場
所
と
な
る
小
中
学
校
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
（
緊
急
輸
送
道
路
の
補
完
ル
ー
ト
）
の
未
改
良
区
間
の
う
ち
、
緊
急
性
が

高
い
箇
所
の
整
備
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

歩
行
者
・
自
転
車

交
通
の
安
全
対
策

平
成
二
十
四
年
に
京
都
府
亀
岡
市
に
お
け
る
登
校
中
の
児
童
等
の
列

に
自
動
車
が
突
入
す
る
事
故
な
ど
、
登
下
校
中
の
児
童
が
死
傷
す
る

事
故
が
続
発
し
た
。
通
学
路
の
安
全
確
保
が
社
会
的
問
題
と
な
り
、
兵
庫
県
で
も
学
校
、

教
育
委
員
会
、
道
路
管
理
者
、
警
察
が
連
携
し
た
。
保
護
者
や
地
元
住
民
の
協
力
を
得
な

が
ら
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し
た
。
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け

て
歩
道
な
ど
の
整
備
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
に
は
安
全

対
策
が
必
要
な
五
五
〇
カ
所
の
緊
急
対
策
と
し
て
路
肩
の
拡
幅
、
路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
継
続
的
で
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
通
学
路
の
安
全

確
保
に
向
け
、
学
校
、
道
路
管
理
者
等
か
ら
な
る
協
議
会
で
「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
策
定
し
、
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
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交
通
事
故
対
策
で
は
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
歩
行
者
と
自
転
車
の

通
行
空
間
の
分
離
等
の
安
全
対
策
と
し
て
、
事
故
の
多
い

尼
崎
市
や
姫
路
市
等
四
市
を
対
象
に
、
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
二
カ
年
で
「
歩
行
者
・
自
転
車
分
離
大
作
戦
」
に
よ

り
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
。
歩
道
上
の
視
覚
的
分
離
対
策

と
し
て
歩
道
上
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
整
備
、
車
道
上
の
視
覚

的
分
離
対
策
と
し
て
自
転
車
レ
ー
ン
の
整
備
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
車
道
上
の
物
理
的
分
離
対
策
と
し
て
自
転
車
道
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
歩
道
の
な
い
通
学
路
で
は
、
車
道
上
の
視
覚
的
分
離
対
策
と
し
て
路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
整
備
を
実
施
し
た
。

こ
れ
ら
の
効
果
は
大
き
く
、
県
民
ニ
ー
ズ
も
依
然
と
し
て
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
対
策
内
容
を
拡
大

し
て
対
象
地
域
を
県
内
全
域
に
広
げ
た
。
五
年
間
に
わ
た
り
歩
行
者
・
自
転
車
分
離
大
作
戦
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
計
七
年
間
で

県
内
四
〇
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
対
策
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
効
果
は
あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
自
転
車
に
よ
る
交

通
事
故
件
数
は
減
少
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

計
画
的
・
効
率
的

な
老
朽
化
対
策

兵
庫
県
で
は
、
道
路
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
老
朽
施
設
が
急
増
す
る
中
、
将
来
に
わ
た
り
安
全･

安
心

で
信
頼
性
の
高
い
社
会
基
盤
施
設
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
フ
ラ･

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
一
〇
箇
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。
同
計
画
で
は
、
適
時
適
切
な
修
繕
に
よ
り
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
な
ど
、

計
画
的･

効
率
的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
土
木
構
造
物
は
五
年
ご
と

写真 101　�歩行者自転車分離大作
戦による対策事例（上：
自転車レーンの整備（県
道西宮豊中線）、下：自
転車道の整備（県道高
田久々知線））
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の
点
検
を
基
本
に
し
て
、
損
傷
状
況
に
応
じ
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
機
械
・
電
気
な
ど
定
期
的
な
分
解
整
備
等
を
実
施

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
定
期
保
全
の
考
え
方
を
導
入
す
る
な
ど
、
施
設
特
性
に
応
じ
た
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
公
共
交

通
一
〇
カ
年
計
画

県
で
は
、
平
成
七
年
十
月
に
策
定
し
た
「
ひ
ょ
う
ご
二
一
世
紀
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
も
と
に
、
都
市
部
の

交
通
環
境
改
善
や
地
方
部
の
生
活
の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や
交
通
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
十
八
年
三
月
に
、
県
内
に
お
け
る
公
共
交
通
施
策
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
指
針
と
し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
公
共

交
通
一
〇
カ
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。
一
〇
年
間
で
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
公
共
交
通
施
策
を
体
系
的
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、

各
地
域
で
取
り
組
む
べ
き
推
進
方
向
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
行
、
さ
ら
に
は
長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低
迷
な
ど
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況
は
策
定

当
時
よ
り
も
更
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
公
共
交
通
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
て
計
画
内
容
を
見
直
し
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に
新
た
な
「
ひ
ょ
う
ご
公
共
交
通
一
〇
カ
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。
同

計
画
の
公
共
交
通
整
備
の
考
え
方
と
し
て
は
、〝
み
ん
な
で
つ
か
い 

明
日
へ
つ
な
ぐ
公
共
交
通
〟
と
い
う
計
画
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
三
つ
の
基
本
戦
略
が
掲
げ
ら
れ
た
。基
本
戦
略
で
は
、①
持
続
可
能
な
公
共
交
通
へ
の
再
生
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
維
持
に
向
け
た
効
果
的
な
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
等
の
改
善
や
列
車
の
増
便
な
ど
鉄
道
運
行
の
改
善
、
②
利
便
性
の
高
い
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
再
編
と
し
て
、
鉄
道
駅
に
お
け
る
バ
ス
乗
換
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
路
検
索
の
充
実
、
③
公

共
交
通
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
へ
の
再
構
築
と
し
て
、
バ
ス
路
線
を
活
用
し
た
観
光
路
線
の
創
設
や
交
通
施
策
と
福
祉
、
教

育
施
策
と
の
連
携
が
挙
げ
ら
れ
た
。
地
域
の
移
動
手
段
と
し
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
、
交
通
事
業
者
、
行
政
、

住
民
の
連
携
に
よ
り
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
計
画
の
期
間
は
平
成
二
十
五
年
か
ら
三
十
四
年
の
一
〇
年
間
と
し
た
。
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地
方
鉄
道
の
経
営
悪
化
と

利
便
性
向
上
へ
の
取
組

公
共
交
通
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
加
速
し
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
地
方
鉄
道
の
経
営

が
悪
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
日
本
国
有
鉄
道
の
三
木
線
を
継
承

し
て
営
業
し
て
い
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
三
木
鉄
道
が
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
に
全
線
を
廃
止
し
た
。

　
神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て
も
、
沿
線
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
口
減
少
、
特
に
少
子
高
齢
化
に
よ
る
通
勤
・
通
学
者
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
鉄
道
利
用
客
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、
運
行
本
数
を
激
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
厳
し
い
経
営
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
粟
生
線
沿
線
で
は
「
神
戸
電
鉄
粟
生
線
活
性
化
協
議
会
」
を
設
立
し
、
県
や
沿
線
市
、
神
戸
電
鉄
が
連
携
し

て
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
活
動
に
毎
年
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ひ
ょ
う
ご
二
一
世
紀
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、「
既
存
鉄
道
の
輸
送
力
強
化
」
の
た
め
、
中
期
事
業
（
お
お
む
ね
平
成
二
十

二
年
ま
で
に
完
成
を
目
指
す
事
業
・
計
画
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
は
、
列
車
の
運
行

速
度
が
遅
い
こ
と
、
運
行
本
数
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、「
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
高
速
化
事
業
」「
Ｊ
Ｒ
姫き

新し
ん
線
輸
送
改
善
事
業
」
に
よ
り
軌
道
改
良
や
新
型
車
両

の
導
入
を
行
っ
た
。
ま
た
、
列
車
集
中
制
御
装
置
（
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
を
整
備
す
る
な
ど
に
よ
り
、
速
達
性
、

快
適
性
を
向
上
し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
沿
線
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
た
。

　
姫
路
─
上
月
間
で
平
均
約
一
〇
分
の
時
間
短
縮
を
実
現
し
た
姫
新
線
の
高
速
化
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
十
六
年
度
に
策
定
し
た
「
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
利
便
性
向
上
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ

き
、
駅
前
広
場
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備
等
の
関
連
施
策
を
、
沿
線
市
町
、
交
通
事

業
者
と
連
携
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
二
十
二
年
三
月
十
三
日
の
高
速
運
転
開
始
に
合
わ
せ
て
増
便

表 34　�JR姫新線輸送改善事業による時間短縮
効果

区間
平均所要時間

時間短縮
事業前 事業後

姫路─播磨新宮駅
姫路─上月駅

36分
80分

31分
71分

５分
９分

（「JR姫新線輸送改善事業　事業評価調書」より引用）
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一
の
鋼
ト
レ
ッ
ス
ル
橋
で
あ
る
「
余
部
鉄
橋
」
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
列
車
転
落
事
故
以
降
、
列

車
運
行
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
風
速
規
制
値
が
強
化
（
二
五
メ
ー
ト
ル
毎
秒
か
ら
二
〇
メ
ー
ト

ル
毎
秒
）
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
列
車
の
運
休
、
遅
延
が
た
び
た
び
生
じ
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
定

時
性
は
著
し
く
低
下
し
、
地
域
の
生
活
・
産
業
等
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
を
は
じ
め
沿
線
自
治
体
等
が
「
余
部
鉄
橋
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、

定
時
性
確
保
に
向
け
た
様
々
な
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
十
四
年
七
月
に
新
橋
梁
へ
の
架
け
替

え
が
決
定
さ
れ
、
十
九
年
五
月
に
工
事
着
手
、
二
十
二
年
八
月
十
二
日
に
新
し
い
余
部
橋
梁
が
完

成
し
た
。
新
し
い
橋
梁
は
風
速
三
〇
メ
ー
ト
ル
毎
秒
ま
で
運
行
可
能
な
防
風
壁
を
備
え
、
列
車
の

運
休
、
遅
延
は
大
幅
に
低
減
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
旧
余
部
鉄
橋
の
歴
史
を
後
世
に
継
承
す
る
と
と

も
に
人
々
の
交
流
を
促
す
観
光
拠
点
と
す
る
た
め
、
旧
橋
の
一
部
（
餘
部
駅
側
の
三
橋
梁
三
ス
パ
ン
）

を
展
望
施
設
と
し
て
残
す
こ
と
に
し
た
。
旧
鉄
橋
直
下
に
自
由
広
場
等
か
ら
な
る
公
園
施
設
と
合

わ
せ
、
平
成
二
十
五
年
五
月
に
余
部
鉄
橋
「
空
の
駅
」
が
完
成
し
、
二
十
九
年
十
一
月
に
は
空
の

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
（
余
部
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
）
も
整
備
さ
れ
た
。
な
お
、
余
部
鉄
橋
は
二
十
六
年

度
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

社
会
実
験
も
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
姫
新
線
の
利
用
者
数
は
平
成
二
十
一
年
の
二
三
八
万
人
か
ら
、
二
十
四
年
に
は
二
八
〇

万
人
（
四
二
万
人
増
）、
三
十
年
に
は
三
二
二
万
人
（
八
四
万
人
増
）
と
な
り
、
大
幅
な
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

　
ま
た
、
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
の
完
成
か
ら
約
一
〇
〇
年
間
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
運
行
を
支
え
て
き
た
東
洋
随

写真 102　余部鉄橋（左）と架け替えられた余部橋梁（右）
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余
部
鉄
橋
架
け
替
え
に
よ
る
定
時
性
確
保
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
・
播
但
線
で
は
、
同
時
期
に
特
急
「
は
ま
か
ぜ
」
に
新
型
車
両
が
導

入
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
七
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
に
か
け
て
踏
切
信
号
施
設
な
ど
の
輸
送
改
善
事
業
が
実
施

さ
れ
、
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。

　
一
方
、
地
方
部
を
中
心
に
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
県
内
の
乗
合
バ
ス
事
業
は
収
支
が
悪
化
し
、
路
線
バ
ス
が
廃

止
さ
れ
て
市
町
が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
置
き
換
わ
る
流
れ
が
加
速
し
た
。

　
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
以
外
に
、
過
疎
地
域
等
に
お
い
て
は
市
町
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
も
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
維
持
・
確
保
に
向
け
て
は
、
県
や
市

町
に
よ
る
運
行
支
援
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
バ
ス
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
社
会
実
験
へ
の
支
援
や
民
間
バ
ス
事
業
者
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
も
行
わ
れ
た
。

二
　
三
空
港
・
三
港
湾
の
一
体
運
営

大
阪
湾
エ
リ
ア
三

空
港
の
一
体
運
営

平
成
六
年
九
月
に
開
港
し
た
関
西
国
際
空
港
は
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
一
本
で
の
運
用
を
行
っ
て
い

た
。
十
一
年
に
第
二
期
工
事
と
し
て
五
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
二
期
空
港
島
の
造
成
及
び
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト

第四編　二一世紀兵庫、災後の時代

286



ル
の
第
二
滑
走
路
な
ど
の
建
設
に
着
手
し
、
十
九
年
八
月
二
日
に
全
体
面
積
の
う
ち
限
定
供
用
部
分
二
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完

了
し
た
。
第
二
滑
走
路
や
第
一
期
空
港
島
と
の
間
の
南
側
連
絡
誘
導
路
な
ど
が
供
用
さ
れ
、
そ
の
後
同
年
九
月
一
日
か
ら
完
全

二
四
時
間
運
航
可
能
な
空
港
と
し
て
運
用
開
始
さ
れ
た
。

　
大
阪
国
際
空
港
は
一
八
二
八
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
と
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
日
二
〇
〇
便
の

ジ
ェ
ッ
ト
機
枠
は
長
年
満
杯
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
一
七
〇
便
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
枠
に
は
若
干
の
余
裕
が
あ
っ
た
た
め
、
航
空

各
社
と
も
に
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
の
増
便
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
代
替
ジ
ェ
ッ
ト
枠
の
暫
定
措
置
が
取
ら
れ
、
平
成
二
十

五
年
夏
ダ
イ
ヤ
か
ら
は
段
階
的
に
プ
ロ
ペ
ラ
機
が
低
騒
音
機
枠
に
転
換
さ
れ
た
。

　
一
方
、
神
戸
市
の
中
心
地
で
あ
る
三
宮
か
ら
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
の
神
戸
空
港
は
、
神
戸
市
が
設
置
・
管
理
す

る
第
三
種
空
港
で
、
平
成
十
八
年
二
月
二
十
六
日
に
開
港
し
た
。
同
空
港
は
、
長

さ
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を
一
本
備
え
、
開
港
当
初
に
航
空
会
社
三
社
に

よ
り
、
東
京
、
札
幌
、
仙
台
、
新
潟
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
那
覇
の
七
都
市
に
日
二

七
往
復
が
就
航
し
た
。
三
宮
か
ら
空
港
へ
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
最
短
一
六

分
で
結
ば
れ
る
非
常
に
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
空
港
と
し
て
運
用
が
始
ま
っ
た
。

　
大
阪
湾
エ
リ
ア
に
三
空
港
が
共
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
空
港
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
地
元
自
治
体
と
経
済
界
の
関
係
者
が
考
え
る
場
と
し
て
、
国

土
交
通
省
も
参
画
し
、「
関
西
三
空
港
懇
談
会
」（
座
長
：
秋あ

き
山や

ま
喜よ

し
久ひ

さ
関
西
経
済
連
合
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会
会
長
）
が
平
成
十
五
年
二
月
に
設
置
さ
れ
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
関
西
三
空
港
懇
談
会
で
関
西
三
空
港
の
在
り
方
の
議
論
が
進
ん
だ
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
港
の
能
力
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
に
は
関
西
国
際
空
港
の
ハ
ブ
機
能
の
強
化
と
大
阪
国
際
空
港
、
神
戸
空
港
の
有
効
活
用
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
関
西
三
空
港
の
一
体
運
用
を
図
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
二
十
三
年
に
「
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空

港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
、
翌
二
十
四
年
七
月
一
日
に
は
同
法
に
基
づ
き
新
関
西

国
際
空
港
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
関
西
国
際
空
港
と
大
阪
国
際
空
港
は
経
営
統
合
さ
れ
た
。
大
阪
国
際
空
港
は
関
西
国
際
空

港
と
の
経
営
統
合
を
機
に
、
各
種
の
規
制
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
プ
ロ
ペ

ラ
機
枠
の
低
騒
音
機
枠
へ
の
段
階
的
な
転
換
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
二
十
八
年
に
は
、
関
西
国
際
空
港
と
大
阪
国
際
空
港
の
運
営
権
が
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
に
設
定
さ
れ
、
新
会
社
に
よ
る
運
営
が
開
始
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
平
成
三
十
年
に
は
神
戸
空
港
が
民
営
化
さ
れ
、
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
三
空
港
の
一
体
運
営
が
始
ま
っ
た
。

県
内
主
要
港
に
お
け

る
港
湾
機
能
の
強
化

港
湾
に
お
い
て
も
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に
神
戸
港
、
尼

崎
西
宮
芦
屋
港
、
大
阪
港
（
堺
泉
北
港
を
含
む
）
の
三
港
の

区
域
を
港
則
法
及
び
関
税
法
上
一
元
的
に
運
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
統

合
し
「
阪
神
港
」
と
し
て
大
阪
湾
諸
港
の
一
開
港
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
二
年
八
月
に
は
、
港
湾
法
に
基
づ
き
神
戸
港
・
大
阪
港
が
京
浜
港
と
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と
も
に
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
国
の
支

援
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
た
に
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
と
な
っ
た
神
戸
港
・
大
阪
港
で
は
、
世
界
の
コ
ン
テ
ナ
船

の
大
型
化
の
流
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
岸
壁
や
航
路
等
の
大
水
深
化
や
荷
さ
ば
き
地

の
拡
張
に
よ
り
、
国
際
標
準
仕
様
を
有
す
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
機
能

強
化
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
は
国
土
交
通
省
の
事
業
に
よ
り
、

岸
壁
・
航
路
・
泊
地
の
水
深
一
六
メ
ー
ト
ル
化
の
ほ
か
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
お

い
て
も
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
岸
壁
や
荷
さ

ば
き
地
の
耐
震
改
良
な
ど
の
港
湾
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
神
戸
港
・
大
阪
港
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
六

年
十
月
一
日
に
は
、
両
港
の
埠
頭
株
式
会
社
が
阪
神
国
際
港
湾
株
式
会
社
と
し
て
経

営
統
合
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
阪
神
港
の
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
等
の
一
体
的
な
運
営
が

可
能
と
な
り
、
神
戸
港
・
大
阪
港
へ
の
集
貨
施
策
や
荷
主
、
船
会
社
へ
の
港
湾
利
用

促
進
活
動
を
効
果
的
に
行
う
と
と
も
に
、
経
営
の
効
率
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
播
磨
臨
海
工
業
地
帯
を
支
え
る
国
際
拠
点
港
湾
で
あ
る
姫
路
港
は
、
平
成

二
十
一
年
五
月
に
開
港
五
〇
周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、翌
二
十
二
年
三
月
に
は「
姫

路
港
整
備
・
利
用
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
よ
り
一
層
地
域
を
牽
引
す
る

図 52　姫路港旅客ターミナルエリアリニューアル基本計画概要図
� （「港湾・海岸事業について」より引用）
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港
湾
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
二
十
八
年
八
月
に
「
姫
路
港
の
整
備
・
利
用
の
あ
り
方
」
を
策
定
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
三
十
年
三
月
に
は
「
姫
路
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
本
計
画
」
を
定
め
、
旅

客
船
利
用
者
の
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
べ
く
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度

か
ら
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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